






























































































































































































































































































担当教員 釜田聡 田島弘司 角谷詩織
対象学年 1年
講義室 人104 開講学期 前期
曜日・時限 金３ 単位区分 選択



























































直江津中等教育学校 9月14日(月) 2年生3クラス 122名
柏崎市立北鯖石小学校 9月30日(水) 5.6年生 44名
10月 7日(水) 5年生 20名
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・教員 釜田聡 田島弘司 角谷詩織 原瑞穂














































































































































































⑥The Happiness Ranking -幸せのみつけ方-
幸福に関するランキングは国連や海外の研究機関などから発表されているが，何を基準
にするかによってその順位は大きく変動する。
導入部分では，基準が明確である世界人口などのランキングを取り上げる。そこから幸福
度にまつわる様々なランキングを示し，基準によって違いが見られる事を示す。
そこには，人々の幸せの捉え方に異なる価値観があることを知り，異文化に対する理解を
深めていく。
⑦お米と地球 －お米の向こうに何が見える？－
小学校では用水路や稲作体験や食文化等，中学・高校では世界の現状に関する学習に関
連付けて，ローカルかつグローバルな視点で地域社会に柔軟に思考をめぐらせます。身近
な「お米」からフードロス，そして世界の食を題材として，身のまわりの食べ物と世界と
のつながりを「相互依存度神経衰弱」や「地球の食卓」等の子どもたちが主体的に学ぶア
クティビティを使って，現状→影響→原因→解決という思考プロセスを協働的に体験しな
がら，食と自分のあり方を考え直す参加型のプログラムです。
⑧あなたの眼鏡は何色？
近年，世界の様々な文化や人が国を超えて往来し，多様な人々との関わりが増えている。
そのようなグローバル化が進む社会の中で，地球上の人たちと共に生きていくためにはど
うしたらいいのだろうか。本ワークショップでは，様々なクイズやアクティビティを通し
て，多様な習慣や価値観，背景を知り，日々の生活の中で多様な人々が持つ背景に思いを
馳せ，そのような人々と出会った際に自分がどのように行動するかを考えていきたい。
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Ⅳ 今後の展望
1 本プロジェクトのまとめ
本研究プロジェクトの目的は，次の2点であった。
（1）平成28年度からの大学改革に伴う新コース（グローバル・ICT・学習研究）の新設
科目（国際理解・地域教育デザイン）の試行のためである。
（2）「グローバルキャリア教育」を基軸としたアクティブラーニングの開発を大学教
員と大学院生，附属中学校教員・上越地域の教員で行い，地域教育実践の質的向上に寄
与すること。
（1）については，平成28年度の大学院改革により，グローバル・ＩＣＴ・学習研究コー
スが創設され，カリキュラム上に新授業科目「国際理解・地域教育デザイン」が設定され
た。履修者数は平成28年度は7名，平成28年度は20名であった。この履修者を中心に，ワ
ークショップを開発し，その成果を国際交流インストラクターとして活動に生かすことが
できた。つまり，前期授業のなかで，ワークショップを作成・開発し，後期の国際交流イ
ンストラクター事業のなかで，その成果を発揮することができた。また，原研究室と小高
研究室の学生は，それぞれの研究室でワークショップを開発し，国際交流インストラクタ
ーとして活躍している。
（2）については，学生の共同作業の様子やワークショップ進行シートの内容から，次の
ことが確認できた。
①大学院科目として設定されている関連授業科目の履修を通じて，ワークショップの質的
充実につながっている。
②教育実習関連科目で培われた知識・学習技能をワークショップの作成・開発，実践に生
かそうとする姿が見られた。
③現職教員とストレートマスターの共同作業によって，ワークショップの質的充実につな
がり，また双方にとって，教職キャリアを磨く場となった。
④地域の教育実践の質的向上については，毎年開催される国際交流インストラクター事業
評価委員会で肯定的な評価を得ている。
2 今後の課題
(1)ワークショップの質的充実
(2)運営・指導体制の充実
(3)教育研究環境の整備
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(1)については，ワークショップの開発は児童・生徒の発達段階を踏まえ，学校からの
要望を視野に入れつつ行うべきである。つまり，ワークショップは可変的な内容構成と方
法を組み込む必要がある。ワークショップの性格上，実施の対象範囲を幅広く設定しつつ，
内容構成と方法を臨機応変に再構成できる準備を整えていくことが課題として挙げられる。
(2)については，現在5名の教員と国際交流推進センターが連携して運営・指導体制を構
築している。今後，学生や地域のニーズが高まることが予想されることから，持続可能な
運営指導体制の構築が喫緊の課題として挙げられる。
(3)について，学生の自主的・主体的，創造的，協働的な学びを促すためにも，教育研
究環境の整備が必要である。具体的には，学生が自由に活用できる教材の整備と空間の確
保である。今後，本事業の広がりに応じて，臨機応変に対応したい。
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